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【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

北部州政府

2）配属機関名（日本語）

北部州政府農村開発局

3）任地（ ジャフナ県ジャフナ ） JICA事務所の所在地（ コロンボ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ バス で 約 10.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

北部州政府農村開発局は、主に州内の農村地域を対象として、住民組織/女性グループの立ち上げ支援、これら組織の運
営支援、組織を通じた生計向上、女性の社会参加促進など、地域住民の生活の質向上に資する事業を行っている。州内
にジャフナ県、キリノッチ県、マナー県、ムラティヴ県、ワウニア県の5県があり、各県にDS(Divisional Secretariat=
郡)と呼ばれる最小行政単位がある。局の年間予算は約8,000万円(2015年度)。

【要請概要】
1）要請理由・背景

女性グループ対象事業の一つに、各DSで実施する職業訓練コースがある。1年間のコースで縫製、料理・菓子作り、美
容、理容、手工芸、ガラス製品作り等がある。受講費は無料。受講者は毎回20名前後。10代後半-20代の女性を中心に
開催されている。コース修了者には国家資格であるNational Vocational Qualification(NVQ)が授与される。北部州5県
では34のDSが存在し、JVが活動するジャフナ県内には14のDSがある。各DSごとに訓練コースが実施されており、1名
ずつ講師が配置されている。講師は各トレーニングセンターにおいて、受講者を対象に洋裁の指導を行っているが、ま
だまだ品質面、デザイン、素材の有効活用等、技術力不足が課題となっている。これらの課題解決支援と、州内他県へ
の支援拡大を目的としてJVが要請された。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.ジャフナ県内の各DSで実施される職業訓練コースにおいて洋裁の技術指導を行う。対象は講師と受講者。
2.上記活動を、州内他県(キリノッチ県、マナー県、ムラティヴ県、ワウニア県)に拡大する。ただし、物理的に距離があ
るため日常的な活動としてではなく、たとえば1-2ヶ月に1回程度、出張ベースで対応することが想定される。
3.洋裁に加えて、手工芸が指導できれば尚良い(オプションの活動)。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

ミシン(JUKI製電動ミシン、ZigZack製電動ミシン、SINGER製手動ミシン等)、文房具、PC、プリンタ、AV機器など。

4）配属先同僚及び活動対象者

・州局長(上長、男性、50代、経験10年以上)
・洋裁部門責任者(カウンターパート、女性、40代、経験10年以上)
・県農村開発局勤務の担当官(同僚、20-50代、経験10-15年)
・縫製指導員34名(20-50代、経験10年以上)

募集終了
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5）活動使用言語

その他

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（女性）　備考：女性受講者、指導員が対象のた
め

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（　　　　）　備考：

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（25～33℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
日本で英語、現地でタミル語の語学訓練を受講する。住居はホームステイまたはアネックス(大家宅の同一敷地内にある
離れ等)の可能性が高い。
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